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北米原産の外来種。小動物から水

草まで食性は幅広く、汚染などにも

適応力がある。在来魚種の卵や稚

魚の捕食など日本の池沼の生態系

の脅威となっている。 

霞ケ浦、琵琶湖など駆除 

ブルーギル（特定外来生物

） 

オオクチバス（別名：ブラックバス

） 
特定外来生物 

魚  類 

全国の池沼に生息する人為的に移

入された外来種。 

在来種（メダカ、ゼニタナゴなど）希

少な魚を減少させ魚類相に大きな

影響を与えている。釣りの対象魚と

して人気がある。 

アメリカザリガニ 
（旧要注意外来生物） 

昭和2年ウシガエルのエサとして日

本に移入された。 

雑食性で水草を切断したり、水生昆

虫を捕食するなど陸水生態系に影

響を与える。水田の畔に穴をあける

。稲の根を食い荒らす。 



大型で食性が幅広く在来種への影響が懸念される

、捕まえた際に咬傷被害が想定されるなどの理由か

ら、2005年に特定外来生物による生態系等に係る

被害の防止に関する法律施行に伴い特定外来生物

に指定された。 

カミツキガメ（特定外来生物） 

は虫類・両生類 

ウシガエル（特定外来生物） 

大型かつ貪欲で、環境の変化に強く在来種に対する

殲滅的捕食が懸念されている。日本を始めアメリカ

や韓国では在来カエルの減少が問題視されており、

本種が生息している水域では他のカエルが見られな

くなってしまった場所もある。日本の侵略的外来種ワ

ースト100に選ばれている。 



雑食性で小動物を捕獲して食べる。 

北アメリカ原産の外来種。 

農作物への被害や生態系への影響などが問題とな

っている。 

アライグマ（特定外来種） 

哺 乳 類 


